
r源
氏
物
語
絵
巻
」

の
現
状
模
写
に
お
け
る
研
究

　
　
　
－
r
御
法
」
第
一
～
第
三
紙
詞
書
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
　
彦
　
穎

目
次

序
論

　
第
一
節

　

第
二
節

　
第
三
節

第
一
章
　
益
田
家
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
つ
い
て

第
二
章
二
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
模
写
に
つ
い
て

第
三
章
　
「
御
法
」
詞
書
の
第
一
～
三
紙
の
現
状
模
写
報
告

結
論

参
考
文
献

序
論

　
絵
巻
物
は
巻
物
の
l
つ
で
、
主
に
横
長
の
紙
を
繋
い
で
物
語
や
絵
画
な
ど
を
横
に
長
く
連

続

し
て
描
い
た
物
で
あ
る
。
最
初
の
絵
巻
物
は
奈
良
時
代
の
『
過
去
現
在
絵
因
果
経
』
と

言
わ

れ

て

い

る
。
今
の
絵
画
と
詞
書
が
交
互
に
現
れ
る
形
と
違
っ
て
、
『
過
去
現
在
絵
因
果

経
』
は
上
段
に
絵
画
、
下
段
に
経
文
の
形
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
な
る
と
、
王
朝
文
学
、
か

な
、
大
和
絵
と
料
紙
の
発
展
と
共
に
絵
巻
の
制
作
も
最
高
潮
に
な
っ
た
益
田
家
本
「
源
氏
物

語
絵
巻
」
と
は
現
在
五
島
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
指
し
、
五
島

本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
も
称
す
る
。
諸
書
の
比
較
の
結
果
を
自
分
な
り
に
理
解
し
纏
め
て

い
き
た
い
。

第
一
節
　
研
究
目
的

　
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
は
『
源
氏
物
語
』
を
題
材
に
し
た
絵
巻
で
あ
る
。
現
存
の
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
作
品
は
か
つ
て
「
隆
能
源
氏
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
平
安
時
代
末
期
の
物
で
あ

る
。
ま
ず
、
題
材
と
な
る
『
源
氏
物
語
』
は
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
日
本
が
誇
る
長
編

物
語
で
あ
る
。
料
紙
の
歴
史
は
奈
良
時
代
ま
で
遡
れ
る
が
、
当
時
は
簡
単
な
染
紙
と
金
銀
箔

を
撒
い
た
紙
し
か
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
か
ら
下
絵
、
雲
母
摺
り
、
ろ
う
箋
、
漉
き
模
様
な

ど
の
装
飾
料
紙
が
現
れ
た
。
下
絵
装
飾
紙
と
は
、
料
紙
に
絵
を
描
き
込
み
’
絵
の
上
に
文
字

が
書
写

さ
れ
る
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
下
絵
の
文
様
の
意
味
を
調
べ
、
「
御
法
」
の
大
意
を
理

解
し
た
上
で
、
下
絵
の
文
様
と
文
章
内
容
の
関
係
を
分
析
す
る
。
美
術
の
手
法
で
現
状
模
写

を
行
っ
た
過
程
を
記
録
し
た
論
文
を
読
み
、
利
点
と
欠
点
を
指
摘
し
、
今
回
の
現
状
模
写
作

業
の
参
考
資
料
と
す
る
。
今
回
の
制
作
は
保
存
用
の
資
料
と
し
て
制
作
す
る
た
め
、
時
代
背

景
と
保
存
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
材
料
を
選
び
、
制
作
す
る
。
制
作
最
後
の
過
程
の
表
装
仕

立
て

を
機
会
と
し
て
、
源
氏
絵
巻
の
保
存
形
態
を
改
め
て
考
え
る
。
制
作
当
時
の
巻
子
装
に

戻
す

か
、
新
た
な
額
装
に
す
る
か
、
文
化
財
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
、
表
装
の
形
式
を
考
え

る
。
本
論
文
は
以
上
の
研
究
と
作
業
を
通
し
、
王
朝
美
を
理
解
し
、
書
道
な
り
の
現
状
模
写

の

可
能
性
、
必
要
性
、
各
表
装
形
式
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
論
じ
て
い
v
。

第
二
節
　
研
究
方
法

　
ま
ず
は
文
献
資
料
を
読
み
、
益
田
家
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
概
要
と
流
転
を
そ
の
後
の

研
究
の
た

め

に
、
参
考
資
料
と
し
て
文
章
に
ま
と
め
る
。
次
は
源
氏
絵
巻
の
復
元
模
写
と
現

状
模
写
の
報
告
書
、
文
献
資
料
を
読
み
、
桜
井
清
香
氏
に
よ
る
復
元
模
写
と
「
よ
み
が
え
る

源
氏

物
語
絵
巻
全
巻
復
元
に
挑
む
」
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
新
潟
大
学
教
育
学
科
美
術
科

准
教
授
永
吉
秀
司
氏
の
報
告
書
を
読
み
、
そ
の
中
か
ら
、
自
分
が
注
目
す
る
美
術
的
な
現
状

模
写

の
過
程
と
手
法
を
文
章
に
ま
と
め
る
。
前
の
二
章
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
現
状
模
写
を

行
い
な
が
ら
、
書
道
の
現
状
模
写
に
適
合
す
る
方
法
と
今
回
の
作
業
中
に
未
解
決
の
部
分
を

ま
と
め
る
。
そ
し
て
源
氏
絵
巻
の
保
存
の
た
め
に
適
合
す
る
表
装
形
式
を
考
え
、
自
分
が
思

う
最
善
な
表
装
形
式
を
出
す
。
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第
一
．
，
節
　
先
行
研
究

　
白
分
の
研
究
に
入
る
前
に
、
益
田
家
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
概
要
と
流
転
の
資
料
と
．

現
状
模
写
を
行
う
場
合
の
参
考
資
料
と
し
て
、
以
下
の
三
冊
を
主
な
先
行
研
究
に
し
た
。

　
、
r
五
島
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
夕
霧
詞
書
第
一
紙
第
二
紙
」
現
状
模
写
－
美
術
の
制
作

　
　
手
法
に
お
け
る
一
考
察
－
」
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
巻
第
二
号

　
　
二
〇
一
1
年

　
　
『
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
　
全
巻
復
元
に
挑
む
』
日
本
放
送
出
版
協
会
　
N
H
K

二
、　

　
名
古
屋
「
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
」
取
材
班
　
二
〇
〇
六
年

　
　
『
田
中
親
美
　
平
安
朝
美
の
、
蘇
生
に
捧
げ
た
百
年
の
生
涯
』
名
宝
刊
行
会
編
　
展
転

三
、　

　
社

　
l
九
八
五
年

第
一
章
　
益
田
家
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
つ
い
て

　
本
章
は
益
田
家
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
概
要
と
流
転
を
ま
と
め
る
、
第
一
節
に
益
田
家

本
源
氏
絵
巻

「鈴
虫
　
」
、
r
鈴
虫
二
」
、
r
夕
霧
」
、
r
御
法
」
の
四
面
の
詞
書
の
内
容
を
簡
単

に
ま
と
め
る
。
第
二
節
は
明
治
時
代
初
期
阿
波
蜂
須
賀
家
の
伝
来
品
か
ら
戦
後
五
島
慶
太
氏

の
収
蔵
品
に
な
る
経
緯
を
ま
と
め
る
、

第
二
章
　
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
模
写
に
つ
い
て

　
本
章
は
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
復
元
模
写
と
現
状
模
写
の
二
種
類
の
模
写
の
資
料
と
報
告

書
を
読
み
、
桜
井
清
香
氏
に
よ
る
復
元
模
写
（
昭
和
模
写
）
と
「
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵

巻
全
巻
復
元
に
挑
む
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。
次
に
永
吉
秀
司
氏
の
現
状
模

写
の
報
告
書
を
読
み
、
そ
の
中
で
注
日
し
た
模
写
手
法
を
ま
と
め
、
第
三
章
の
参
考
に
す
る
。

v
a
！
l
l
章
　
「
御
法
」
詞
書
の
第
一
～
三
紙
の
現
状
模
写
報
告

　
本
章
は
ま
ず
「
御
法
」
詞
書
第
一
⊥
二
紙
の
現
状
を
考
察
し
、
本
物
と
図
版
の
違
い
を
ま
と

め

る
．
そ
の
結
果
を
参
考
に
し
、
『
原
色
本
』
と
『
名
筆
本
』
の
中
か
ら
、
こ
の
後
の
作
業
に
参

考
に
な
る
本
物
の
配
色
に
近
い
図
版
を
選
択
す
る
。
本
物
と
図
版
を
見
て
’
不
明
な
と
こ
ろ
を

挙
げ
、
実
作
業
に
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
挙
げ
る
。
以
上
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

実
作
業
に
入
る
。
実
作
業
の
工
程
は
紙
の
質
か
ら
巻
子
仕
立
て
の
作
業
ま
で
十
1
の
工
程
に
分

け
ら
れ
る
。
巻
子
制
作
を
終
え
た
後
、
制
作
工
程
で
発
見
し
た
問
題
、
反
省
点
を
ま
と
め
る
。

結
論

　
今
回
の
模
写
制
作
を
機
会
と
し
て
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
御
法
の
詞
書
の
模
写
方
法
、
及

び
書
跡
文
化
財
の
表
装
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
た
．
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
御
法
詞
書
第
一

～
t
u
l
l
l
紙
の
模
写
制
作
を
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
、
本
来
の
形
で
あ
る
巻
子
装
と
現
状
の
額
装

の

二

つ
の

表
装
形
式
に
す
る
こ
と
で
現
段
階
の
記
録
と
し
、
さ
ら
に
表
装
形
式
の
違
い
か
ら

時
間
の
経
過
に
よ
る
銀
箔
の
硫
化
進
度
が
確
認
で
き
る
参
考
資
料
に
も
な
る
。
美
術
手
法
で

も
詞
書
の
現
状
模
写
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
料
紙
か
ら
制
作
し
た
模
写
作
品
の
分
が
本

物
の
詞
書
の
状
況
に
近
い
。
今
後
の
保
存
・
修
復
に
役
立
つ
模
写
作
品
に
な
る
。
し
か
し
、

美
術
手
法
の
τ
程
を
全
て
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
裏
彩
色
の
手
法
は
料
紙
の
配
色
の
深

み

と
複
雑
さ
が
表
現
で
き
る
の
で
、
今
後
の
模
写
作
品
に
試
す
価
値
が
あ
る
。
今
回
未
解
決

の

問
題
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
書
道
な
り
の
模
写
方
法
を
作
り
、
書

跡
文
化
財
の
模
写
を
普
及
し
た
い
。

参
考
文
献

・

『「
国
宝
　
源
氏
物
語
絵
巻
」
展
　
図
録
』
五
島
美
術
館
　
二
〇
l
o
年

・

『
日
本
名
筆
選
』
4
6
　
源
氏
物
語
絵
巻
　
二
玄
社
　
二
〇
〇
四
年

．

小
松
茂
美
「
源
氏
物
語
絵
巻
の
制
作
年
代
－
詞
書
の
立
場
か
ら
ー
」
『
国
宝
　
源
氏
物
語

　
絵
巻
』
（
軟
入
本
）
』
講
談
社
　
一
九
七
一
年

．

山
岸
徳
平
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
1
7
　
源
氏
物
語
四
』
岩
波
書
店
　
一
九
七
四
年

．

與

謝
野
晶
子
訳
『
全
訳
源
氏
物
語
四
　
角
川
書
店
　
二
〇
一
1
年

．

村
上
翠
亭
・
福
田
行
雄
『
か
な
料
紙
の
作
り
方
』
二
玄
社
　
一
九
九
五
年
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【作
品
研
究
　
模
刻
】
「
徐
三
庚
の
印
」

＜＜

釈
文
》

f無
事
小
神
仙
」
、
「
安
且
吉
分
」
（
白
b
！
）
’
　
r
花
長
好
月
長
圓
人
長
寿
」
、
r
久
壷
」
、
F
益
寿
」

（白
文
）
、
「
世
人
那
得
知
其
故
」
（
白
文
）
、
r
松
左
梅
右
」
（
白
文
）
、
r
心
在
山
林
」
、
「
媚
丁

庶
人
」
、
r
写
心
」
（
変
形
）
、
「
脂
欲
大
而
心
欲
小
知
欲
圓
而
行
欲
方
」
（
白
文
）
、
「
以
悟
養

知
」
、
r
倦
遊
詞
翰
」
、
F
放
懐
楚
水
呉
山
外
得
意
唐
詩
晋
帖
間
」
、
F
玉
屏
山
人
」
、
r
煙
雲
供

養
」
、
F
吉
祥
長
寿
」
、
r
静
観
」
（
白
文
）
、
F
羊
」
　
（
肖
像
印
）
、
r
不
足
為
外
人
道
」
（
白
文
）
、

F惟
心
造
」
、
「
馨
」
、
r
花
好
月
圓
人
寿
」
、
F
家
在
江
南
第
二
泉
」
、
r
心
之
所
好
」
、
「
志
不
在

温
飽
」
、
「
風
流
不
数
杜
分
司
」
、
F
悔
公
心
画
」
、
n
笑
」
、
「
勾
端
日
利
」
、
r
雲
卿
氏
」
（
変

形
）
、
F
天
機
清
瞳
」
（
変
形
）
、
r
古
香
」
、
F
江
山
為
助
筆
・
縦
横
」
（
白
文
）
、
r
干
魚
得
計
」
、

r窮
季
弄
幸
杉
褒
烏
」
、
「
頗
知
書
八
分
」
、
F
神
妙
欲
到
秋
豪
顛
」
、
F
周
公
不
師
孔
子
孔
子
亦

不
師
周
公
」
（
変
形
）
、
r
桐
陰
小
隠
」
、
「
楽
民
之
楽
」
（
朱
白
相
関
印
）
、
r
惟
庚
寅
吾
以
降
」

（白
文
）
、
「
謹
啓
」
、
F
日
有
一
泉
惟
買
書
」
（
変
形
）
、
「
歳
華
如
箭
堪
驚
」
、
「
謙
退
是
保
身
第

一
法
」
、
r
長
楽
」
（
白
文
）
、
F
松
転
」
、
r
桃
華
書
屋
」
（
白
文
）
、
「
曽
在
祉
瀾
所
」
、
「
秀
水
蒲

華
作
英
」
等

　
※

特
に

記
載
の
な
い
も
の
は
朱
文
印

　
※

紙
面
の
都
合
上
、
太
字
の
四
穎
を
掲
載
（
い
ず
れ
も
原
寸
）

　　　
　　法
　　量
四　Vv
×

八

四
セ
ン

チ

二
冊

刻
を
冊
子
に
し
現
段
階
の
記
録
と
し
て
制
作
し
た
い
と
考
え
た
。
印
の
内
容
は
主
に
吉
語
、

書
斎
、
詩
文
、
姓
名
と
肖
像
で
あ
る
。
徐
三
庚
は
多
才
で
、
蒙
刻
の
他
に
、
書
道
、
絵
画
、

詩
文
の
領
域
で
も
と
て
も
有
名
で
あ
る
。
徐
三
庚
の
印
は
と
て
も
特
徴
が
あ
り
、
早
期
は
漸

派
の
特
徴
が
濃
く
伝
統
的
な
字
形
と
配
字
で
あ
り
、
今
回
の
作
品
の
中
の
「
桃
華
書
屋
」
と

い

う
白
文
の
印
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
中
晩
年
に
な
る
と
、
と
て
も
個
性
的
な
書
風
と
印
風

に

変
化
し
た
。
徐
三
庚
の
印
に
は
徐
三
庚
の
書
風
が
現
れ
て
、
今
回
の
作
品
の
中
に
「
惟
庚

寅
吾
以
降
」
と
「
謄
欲
大
而
心
欲
小
知
欲
圓
而
行
欲
方
」
と
い
う
白
文
の
印
と
「
曽
在
澁
瀾

所
」
と
い
う
朱
文
の
印
の
字
形
は
晩
年
の
書
作
品
の
字
形
に
似
て
い
て
、
線
の
太
さ
が
激
し

V
変
化
し
、
中
心
が
高
く
、
縦
線
を
長
く
伸
ば
し
、
一
文
字
の
上
半
分
に
線
が
詰
ま
っ
て
r

下
の

半
分
に
余
白
が
で
き
て
、
こ
の
文
字
を
長
く
見
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
印
を
彫

る
時
に
線
の
起
筆
、
終
筆
・
と
転
折
の
三
箇
所
に
注
意
し
た
。
以
上
の
二
種
類
の
印
の
他
に
、

F倦
遊
詞
翰
」
と
い
う
朱
文
の
印
と
「
安
且
吉
分
」
と
い
う
白
文
を
見
る
と
、
徐
三
庚
は
多

v
の
漢
時
代
と
秦
時
代
の
印
な
ど
古
代
の
印
を
勉
強
し
、
こ
の
印
風
は
書
斎
印
と
姓
名
印
に

用
い
る
こ
と
が
多
い
。
印
風
以
外
、
徐
三
庚
の
印
の
字
形
に
も
と
て
も
特
徴
が
あ
る
。
今
回

の

作
品
の
中
の
「
花
長
好
月
長
圓
人
長
寿
」
と
い
う
朱
文
の
印
は
そ
の
特
徴
と
よ
く
示
す
印

で

あ
る
。
「
花
長
好
月
長
圓
人
長
寿
」
は
九
文
字
を
三
列
に
配
字
し
、
中
央
の
列
に
「
長
」

と
い
う
文
字
が
横
一
行
に
並
ん
で
、
こ
の
状
況
を
避
け
る
た
め
に
中
央
の
列
の
「
長
」
は
畳

点
に
変
え
た
。
「
圓
」
が
位
置
す
る
中
央
の
列
は
狭
い
の
で
変
形
の
文
字
を
使
用
し
た
。
以

上
の
特
徴
を
注
意
し
な
が
ら
模
刻
し
た
。

12

＜＜
解
説
》

　
学
部
生
の
と
き
か
ら
徐
三
庚
の
書
と
蒙
刻
が
好
き
で
、
卒
業
作
品
と
し
て
、
徐
三
庚
の

「
臨
天
発
神
識
碑
」
を
臨
書
し
、
徐
三
庚
の
印
影
を
模
写
し
た
。
こ
の
二
年
間
で
、
徐
三
庚

の

印
を
模
刻
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
築
刻
力
を
高
め
た
い
の
で
、
徐
三
庚
の
印
の
模



（模
刻
】
徐
l
．
l
庚
の
印

桃
華
書
屋

膿
欲
大
而
心
欲
小
知
欲
圓
而
行
欲
方
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【作
品
研
究
　
創
作
】
「
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

模
写

（第
一
～
第
三
紙
）
」

＜＜釈
b
l
　
〉
〉

　
　
　
み
の
り

中
宮
は
、
ま
い
り
な
む
と
あ
る
を
、
い
ま

し
ば
し
も
御
覧
ぜ
よ
と
、
き
こ
え
ま

ほ

し
く
お
ぼ
せ
ど
、
さ
か
し
き
や
に
も

あ
り
、
う
ち
の
御
つ
か
ひ
の
ひ
ま
な
き
も
、

わ
づ
ら
は
し
け
れ
ば
、
さ
も
え
き
こ
え
た

ま
は
ぬ
に
、
あ
な
た
に
も
ま
い
り
た
ま
は
ね

ば
、
み
や
ぞ
ま
い
り
た
ま
ふ
。
か
た
は
ら
い

た
け
れ
ど
、
げ
に
、
え
み
た
て
ま
つ
ら
ね

さ
ま
に
て
、
い
と
か
り
そ
め
に
よ
を
お
も
ひ

た
ま
へ
る
、
こ
・
ろ
ぐ
る
し
く
、
す
．
・
う
に

も
の
が
な
し
。
か
ぜ
の
け
し
き
、
す
ご
く

ふ
き
い
で
た
る
ゆ
ぐ
れ
に
、
せ
ざ
い
　
（
中
略
）

み

た
ま
う
と
て
、
け
う
そ
く
に
よ

り
か
・
り
て
ゐ
た
ま
へ
る
を
、
院
わ
た

り
た
ま
ひ
て
、
「
け
ふ
は
、
い
と
よ
く
、
お
き

ゐ

た
ま
へ
る
は
。
こ
の
お
ま
へ
に
て
、
こ
よ

な
く
、
お
ほ
む
こ
・
ち
は
れ
く
し
き
な
め
り

か

し
」
と
き
こ
え
た
ま
ふ
。
か
ば
か
り
の

ひ

ま
あ
る
を
も
い
と
う
う
れ
し
と
、
お
ぼ

ほ

し
た
る
御
け
し
き
を
’
み
た
ま

ふ

も
、
い
と
こ
・
ろ
ぐ
る
し
く
、
つ
い
に
、
い
か

御
法
詞
書
の
現
状

に
お
ぼ
し
さ
は
が
む
と
お
も
ふ
も
、
あ
は
れ
な
れ
ば
、

＜＜

法
量
》

1I七
・
O
　
x
　
1
二
八
・
○
セ
ン
チ

＜＜

解
説
》

　
修
了
論
文
の
研
究
と
な
る
益
田
家
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
御
法
詞
書
第
一
～
三
紙
の
現
状

模
写
を
実
施
し
た
。
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
制
作
年
代
を
考
え
る
と
、
楮
紙
の
打
ち
紙
の
可

能
性
が
高
い
の
で
、
楮
紙
の
中
か
ら
薄
く
通
過
性
が
あ
る
文
化
財
修
復
の
作
業
に
よ
く
使

用
さ
れ
る
1
’
七
匁
目
の
薄
美
濃
紙
を
選
択
し
た
．
、
紙
の
配
色
に
つ
い
て
は
、
ク
ヌ
ギ
、
r

子
、
矢
車
と
灰
汁
媒
染
で
染
色
、
古
色
掛
け
と
色
調
整
を
行
っ
た
。
参
考
資
料
に
よ
れ
ば
、

本
物
の
紙
質
は
表
面
が
滑
ら
か
で
繊
維
が
ぎ
っ
し
り
と
す
き
な
く
詰
ま
っ
て
い
る
様
な
の

で
、
楮
紙
を
打
ち
紙
に
し
た
。
染
め
上
が
っ
た
紙
を
作
っ
た
枠
に
貼
り
込
み
、
ド
ー
サ
引

き
の
作
業
を
行
っ
た
．
．
コ
ピ
ー
用
紙
で
下
絵
の
型
を
取
り
、
C
M
C
で
紙
に
貼
っ
た
。
そ

の
上

に
ぼ
か
し
を
掛
け
た
。
金
銀
箔
を
切
箔
、
野
毛
、
砂
子
に
加
工
し
、
染
め
上
が
っ
た
紙

を
フ
ノ
リ
と
ニ
カ
ワ
の
混
合
液
で
装
飾
し
た
．
．
銀
を
黒
く
見
せ
る
た
め
に
硫
黄
末
で
硫
化
さ

せ

た
。
文
字
を
入
れ
て
、
最
後
日
本
の
巻
子
形
式
に
制
作
し
た
。
巻
子
仕
立
て
の
時
に
、
表

紙

裂
が
硬
い
の
で
、
そ
の
裏
に
貼
る
見
返
し
の
紙
に
肌
裏
を
打
つ
時
に
柔
ら
か
な
画
仙
紙

を
使
用
し
、
増
裏
を
打
た
ず
に
表
紙
を
柔
ら
か
く
制
作
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
。
作
業
中
に

使
用
し
た
材
料
は
作
品
の
保
存
・
修
復
を
考
え
て
’
全
て
可
逆
性
の
あ
る
自
然
の
物
を
選
択

し
た
、
最
後
、
空
気
に
晒
さ
な
い
様
に
仕
上
が
っ
た
巻
子
を
楮
紙
で
包
み
、
ア
ー
カ
イ
バ
ル

ボ

ー
ド
E
で
簡
易
な
箱
を
作
っ
て
、
中
に
入
れ
た
、

　

も
う
一
点
は
文
化
財
の
保
存
に
適
合
す
る
表
装
形
式
を
研
究
す
る
た
め
に
、
御
法
詞
書
第

三

紙
の
現
状
模
写
を
保
存
額
装
（
U
V
カ
ッ
ト
ア
ク
リ
ル
板
を
用
い
、
板
を
本
紙
に
当
た
ら

な
い
よ
う
に
間
に
細
い
棒
を
入
れ
た
）
を
制
作
し
た
u
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